
浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
位
相
ᴷ
ᴷ
教
判
論
を
視
点
と
し
て
ᴷ
ᴷ山

名

深

は
じ
め
に

本
研
究
は
、
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
〜
五
九
二
）
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
位

置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
一
環
と
し
て
、
弥
陀
浄
土
思
想
へ
の
理
解
に
焦
点
を

当
て
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
⽝
無
量
寿
経
義
疏
⽞（
以
下
⽝
大
経
義
疏①
⽞）
と

⽝
観
無
量
寿
経
義
疏
⽞（
以
下
⽝
観
経
義
疏
⽞）
の
教
判
論
を
取
り
上
げ
る
。

慧
遠
の
⽝
大
経
義
疏
⽞⽝
観
経
義
疏
⽞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
⽝
無
量
寿
経
⽞（
以
下

⽝
大
経
⽞）⽝
観
無
量
寿
経
⽞（
以
下
⽝
観
経
⽞）
に
対
す
る
注
釈
書
と
し
て
最
初
期

に
当
た
り
、
後
世
の
人
師
に
よ
く
批
判
・
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

近
年
は
⽝
大
経
義
疏
⽞
に
先
立
つ
⽝
大
経
⽞
注
釈
が
存
在
す
る
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
が②
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、⽝
大
経
義
疏
⽞
の
資
料
的
価
値
は
そ
の
所

引
具
合
か
ら
見
て
も
揺
る
が
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う③
。⽝
観
経
義
疏
⽞
に
つ
い

て
は
、
未
だ
先
行
す
る
⽝
観
経
⽞
注
釈
が
指
摘
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
さ
し
く
慧

遠
の
も
の
が
嚆
矢
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る④
。

そ
の
よ
う
な
⽝
大
経
義
疏
⽞⽝
観
経
義
疏
⽞
で
あ
る
が
、
従
来
は
、
特
に

⽝
観
経
義
疏
⽞
が
道
綽
（
五
六
二
〜
六
四
五
）
や
善
導
（
六
一
三
〜
六
八
一
）
に

批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
道
綽
や
善
導
の
弥
陀
浄
土
理

解
と
ど
の
よ
う
に
違
う
か
と
い
う
視
点
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
勿

論
、
そ
の
お
か
げ
で
後
の
弥
陀
浄
土
思
想
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
と
い
う

研
究
は
大
き
く
進
展
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
、
慧
遠

の
思
想
が
過
度
に
対
比
的
に
描
写
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
課
題
が
あ
る

の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
そ
の
よ
う
な
思
想
の
一
つ
と
し
て
教

判
論
を
取
り
上
げ
、
慧
遠
に
お
け
る
弥
陀
浄
土
思
想
の
位
置
付
け
を
再
検
討
す

る
。教

判
と
は
、
経
典
の
教
理
を
判
別
す
る
営
み
で
あ
り
、
経
文
に
対
す
る
個
々

の
注
釈
よ
り
も
い
わ
ば
上
位
の
理
論
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
人
師
の
経
典
理
解
を

最
も
端
的
に
述
べ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い⑤
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
人
師
の
教
判
を

取
り
違
え
て
し
ま
う
と
、
個
々
の
注
釈
内
容
を
も
取
り
違
え
て
し
ま
い
か
ね
な

い
。
正
確
な
読
解
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
教
判
は

時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
適
宜
更
新
さ
れ
て
お
り
、
と
あ
る
人
師
の
理
解
を
ひ
と

た
び
基
準
に
設
け
る
と
、
そ
れ
よ
り
前
の
時
代
の
教
判
は
課
題
を
抱
え
た
も
の

と
し
て
処
理
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
、
そ
の
前
の
教
判
が
ど
う
問
題
で

浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
位
相
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あ
っ
た
か
に
焦
点
が
当
た
り
、
そ
の
結
果
過
度
に
対
比
的
に
描
写
さ
れ
て
し
ま

い
か
ね
な
い
。
慧
遠
の
教
判
論
に
対
す
る
理
解
も
現
状
こ
の
流
れ
に
あ
る
と
筆

者
は
考
え
て
お
り
、
従
っ
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
ま
ず
は
先
行
研
究
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

一
．
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

慧
遠
の
教
判
論
に
つ
い
て
は
、
既
に
数
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
慧
遠
の

教
判
論
は
、
彼
に
よ
る
教
理
集
成
文
献
で
あ
る
⽝
大
乗
義
章
⽞
の
⽛
衆
経
教
迹

義
⽜⽛
三
蔵
義
⽜⽛
四
諦
義
⽜
に
も
現
れ
て
お
り
、
こ
の
⽝
大
乗
義
章
⽞
所
説
の

教
判
論
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い⑥
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
仏

教
全
体
を
判
別
す
る
た
め
の
教
判
論
で
あ
り
、
各
経
論
に
対
す
る
教
判
論
は
、

当
然
な
が
ら
各
注
釈
書
に
お
い
て
現
れ
る
。
本
研
究
の
主
眼
は
こ
ち
ら
に
あ
る
。

原
文
の
一
例
と
そ
の
概
要
図
を
簡
単
に
提
示
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る⑦
。

⽝
維
摩
経
義
記
⽞（
大
正
三
八
・
四
二
一
上
〜
中
）

聖
教
雖
㆑

衆
、
要
唯
有
㆑

二
。
其
二
是
何
。
謂
声
聞
蔵
及
菩
薩
蔵
。（
略
）

声
聞
蔵
中
所
教
有
𦗺二
。
一
是
声
聞
声
聞
。
二
縁
覚
声
聞
。

声
聞
声
聞
者
、（
略
）
於
𥿜最
後
身
𥾀値
𦗺仏
欲
𦗺小
、
如
来
為
説
㆓

四
真
諦
法
㆒、

而
得
㆑

悟
㆑

道
。
本
声
聞
性
故
、
今
復
聞
𦗺声
而
得
𦗺悟
𦗺道
。（
略
）

縁
覚
声
聞
者
、（
略
）
於
𥿜最
後
身
𥾀値
𦗺仏
、
為
説
㆓

十
二
縁
法
㆒、
而
得
㆑

悟
㆑

道
。
本
縁
覚
性
、
於
𥿜最
後
身
𥾀聞
𦗺声
悟
𦗺道
。（
略
）

此
二
雖
𦗺殊
、
同
期
𥿜小
果
𥾀。
藉
𦗺教
処
斉
等
。
以
𥿜是
義
𥾀故
、
斉
号
𥿜声
聞
𥾀。

対
𥿜斯
二
人
𥾀所
説
之
法
、
名
𥿜声
聞
蔵
𥾀。

菩
薩
蔵
中
所
教
亦
二
。
一
是
漸
入
。
二
是
頓
悟
。

言
㆓

漸
入
㆒

者
、
是
人
過
去
曽
習
𥿜大
法
𥾀、
中
退
住
𦗺小
、
後
還
入
𦗺大
。
大

従
㆑

小
来
、
謂
㆑

之
為
㆑

漸
。（
略
）

言
㆓

頓
悟
㆒

者
、
有
𥿜諸
衆
生
𥾀久
習
𥿜大
乗
𥾀、
相
𧿁応
善
根
𥾀、
今
始
見
𦗺仏
即

能
入
𦗺大
。
大
不
㆑

由
㆑

小
、
目
㆑

之
為
㆑

頓
。（
略
）

漸
入
菩
薩
、
藉
𦗺浅
階
遠
。
頓
悟
菩
薩
、
一
越
解
𦗺大
。
頓
漸
雖
𦗺殊
、
以
𥿜

其
当
時
𥾀、
受
𥿜大
受
処
𥾀一
。

（
改
行
・
傍
線
波
線
・
太
字
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

【
概
要
図
】

聖
教

声
聞
蔵

声
聞
声
聞
（
四
諦
に
よ
っ
て
悟
る
者
に
対
す
る
教
え
）

縁
覚
声
聞
（
十
二
縁
起
に
よ
っ
て
悟
る
者
に
対
す
る
教
え
）

菩
薩
蔵

漸
入
（
小
乗
を
経
由
し
て
大
乗
に
入
る
者
に
対
す
る
教
え
）

頓
悟
（
小
乗
を
経
由
せ
ず
大
乗
に
入
る
者
に
対
す
る
教
え
）

こ
の
よ
う
に
、
経
論
に
対
す
る
慧
遠
の
教
判
論
は
、
聖
教
を
二
つ
に
分
け
、
さ

ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
二
つ
に
分
け
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
二
蔵
二
教
判
で
あ
り
、
慧

遠
の
注
釈
書
に
共
通
し
て
い
る⑧
。
慧
遠
は
こ
の
二
蔵
二
教
判
を
基
に
、
注
釈
し

て
い
る
経
論
が
ど
の
教
え
を
説
い
て
い
る
か
を
判
別
し
て
い
く
。
そ
し
て
中
に

は
、
そ
う
判
別
す
る
理
由
が
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
こ
に
⼨大
経

義
疏
⼩
⼨観
経
義
疏
⼩
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
(詳
し
く
は
次
章
よ
り
見
て
い
く
）。
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従
来
の
研
究
で
は
、
特
に
⽝
観
経
⽞
理
解
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
は
し
ば
し
ば
、
慧
遠
は
⽝
観
経
⽞
を
凡
夫
の
た
め
で
は
な
く
聖
者
の
た

め
の
教
え
と
見
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
⽝
新
纂
浄
土
宗
大

辞
典
⽞⽛
観
無
量
寿
経
義
疏
⽜（
執
筆
担
当
：
工
藤
量
導
）
に
手
際
よ
く
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
大
き
く
三
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
。

二
巻
。
浄
影
寺
慧
遠
撰
。（
略
）⽝
観
経
⽞
に
つ
い
て
は
、
頓
教
・
菩
薩
蔵

で
あ
り
、
か
つ
観
仏
三
昧
を
中
心
と
す
る
と
の
立
場
か
ら
、⽛
三
福
＝
散

善
・
思
惟
⽜⽛
十
六
観
＝
定
善
・
正
受
⽜
と
理
解
し
、
九
品
に
お
け
る
上

品
上
生
者
を
四
地
以
上
の
菩
薩
と
規
定
し
、
さ
ら
に
韋
提
希
を
高
位
の
大

菩
薩
と
す
る
な
ど
、
本
書
に
み
ら
れ
る
思
想
か
ら
慧
遠
は
⽝
観
経
⽞
を
凡

夫
の
た
め
で
は
な
く
、
聖
人
（
菩
薩
）
の
た
め
の
禅
観
実
践
を
説
く
経
典

と
み
て
い
た
と
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
観
法
理
解
、
九
品
の
位
、
韋
提
希
の
位
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
個
々
の
注
釈
内
容
を
根
拠
に
、
慧
遠
は
⽝
観
経
⽞
を
凡、

夫、

の、

た、

め、

で、

は、

な、

く、

聖
者
（
菩
薩
）
の
た
め
の
教
え
と
見
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
は

問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
も
そ
も
慧
遠
自
身
が
⽝
観
経
義
疏
⽞
の
教
判
に
て

凡、

夫、

の、

た、

め、

の、

教、

え、

と
明
言
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
詳
し
く
は
第
三
章
に
て

検
討
）。
こ
の
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
も
見
解
は

一
様
で
は
な
い
が⑨
、
右
の
説
明
に
も
あ
る
よ
う
に
、
慧
遠
が
教
判
で
⽝
観
経
⽞

を
凡
夫
の
た
め
の
教
え
と
明
言
し
て
い
る
の
を
採
用
し
な
い
方
が
優
勢
な
よ
う

で
あ
る⑩
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
当
に
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
慧
遠
が
⽝
観
経
⽞
を
凡
夫
の

た
め
で
は
な
く
聖
者
の
た
め
の
教
え
と
見
て
い
た
と
す
る
見
解
は
、
い
わ
ば
上

位
の
理
論
で
あ
る
は
ず
の
教
判
論
を
前
提
に
置
く
の
で
は
な
く
、
個
々
の
注
釈

内
容
か
ら
翻
っ
て
把
捉
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
個
々
の
注
釈
も
、
後
代
の

人
師
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
の
を
参
考
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
こ
と

が
窺
え
る⑪
。
そ
れ
ゆ
え
、
決
し
て
慧
遠
自
身
の
論
述
に
沿
っ
て
理
解
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
ま
ず
慧
遠
の
注
釈
書
群
に
お
け
る
教
判
論
を
比
較
す

る
こ
と
で
、⽝
大
経
⽞⽝
観
経
⽞
に
対
す
る
教
判
論
の
特
徴
が
⽛
為
凡
夫
⽜
に
こ

そ
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る⑫
。
そ
の
後
、
教
判
論
と
個
々
の
注
釈
と
の
関
連
を
見

て
い
き
、
そ
の
慧
遠
自
身
の
教
判
論
に
基
づ
い
て
こ
そ
明
瞭
に
な
る
注
釈
の
背

景
や
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る⑬
。

二
．
著
作
間
に
お
け
る
教
判
論
の
異
同

さ
て
、
前
章
で
は
慧
遠
の
教
判
論
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
実
は
注
釈

書
毎
に
そ
の
書
き
方
は
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
違
い
を
整
理
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る⑭
。

①
⽝
勝
鬘
経
義
記
⽞（
新
纂
続
蔵
一
九
・
八
六
二
中
〜
八
六
三
上
）：
頓
教

・
声
聞
蔵
に
つ
い
て
、
声
聞
声
聞
・
縁
覚
声
聞
の
二
種
以
外
に
⽛
種
性
声

聞
⽜⽛
退
菩
提
心
声
聞
⽜
の
二
種
を
説
く

浄
影
寺
慧
遠
に
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浄
土
思
想
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位
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・
二
蔵
判
の
典
拠
に
⽝
涅
槃
経
⽞
を
引
用
す
る

②
⽝
十
地
経
論
義
記
⽞（
新
纂
続
蔵
四
五
・
二
三
上
〜
下
）：
頓
教

・⽛
総
相
⽜⽛
別
相
⽜
と
い
う
⽝
十
地
経
論
⽞
に
特
徴
的
な
用
語
を
用
い
て
説

明
す
る

・
三
蔵
（
修
多
羅
・
毗
尼
・
毗
曇
）
の
区
分
を
提
示
す
る

・
論
書
と
し
て
の
教
判
に
言
及
す
る
（⽛
此
⽝
論
⽞
亦
是
菩
薩
蔵
摂
、
既
非
𥿜本

教
𥾀、
不
𦗺可
𦗺判
𥿜之
頓
漸
𥾀⽜）

③
⽝
大
般
涅
槃
経
義
記
⽞（
大
正
三
七
・
六
一
三
上
〜
中
）：
漸
教

・
二
蔵
判
の
典
拠
に
⽝
涅
槃
経
⽞
を
引
用
す
る

・
漸
教
で
あ
る
こ
と
の
理
由
を
提
示
し
、⽛
先
教
𥿜半
字
𥾀、
後
教
𥿜満
字
𥾀⽜
と

説
明
す
る

④
⽝
維
摩
経
義
記
⽞（
大
正
三
八
・
四
二
一
上
〜
中
）：
頓
教

（
特
色
無
し
）

⑤
⽝
大
経
義
疏
⽞（
浄
全
五
・
一
上
〜
下
）：
頓
教

・
二
蔵
判
の
典
拠
に
⽝
菩
薩
地
持
経
⽞
を
一
回
の
み
引
用
す
る
（
①
～
④
で

は
二
回
引
用
す
る
）

・
頓
教
で
あ
る
こ
と
の
理
由
を
提
示
し
、⽛
為
凡
夫
⽜
と
の
趣
旨
で
説
明
す

る
（
詳
し
く
は
第
四
章
に
て
検
討
）

⑥
⽝
観
経
義
疏
⽞（
浄
全
五
・
一
七
〇
上
〜
下
）：
頓
教

・⽛
五
要
⽜
と
い
う
分
類
を
用
い
て
お
り
、
非
常
に
簡
素

・⽛
局
漸
及
頓
⽜（
小
乗
教
・
漸
教
・
頓
教
）
と
い
う
三
区
分
を
用
い
る

・
頓
教
で
あ
る
こ
と
の
理
由
を
提
示
し
、⽛
為
凡
夫
⽜
と
説
明
す
る
（
詳
し

く
は
次
章
に
て
検
討
）

⑦
⽝
温
室
経
義
記
⽞（
大
正
三
九
・
五
一
二
下
）：
漸
教

・⽛
六
要
⽜
と
い
う
分
類
を
用
い
て
お
り
、
非
常
に
簡
素

・⽛
局
漸
及
頓
⽜
と
い
う
三
区
分
を
用
い
る

・
三
蔵
の
区
分
を
提
示
す
る

以
上
の
一
覧
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
慧
遠
は
⽝
大
経
⽞⽝
観
経
⽞
に
対
し
て

共
通
に
⽛
為
凡
夫
⽜
と
の
趣
旨
で
説
明
し
て
お
り⑮
、
こ
の
点
が
他
著
作
と
比
べ

て
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

以
下
、
論
述
の
都
合
上
、⽝
観
経
義
疏
⽞
か
ら
先
に
検
討
を
加
え
て
い
く
。

三
．⽝
観
経
義
疏
⽞
の
教
判
論⑯

三
-一
．
概
要

は
じ
め
に
⽝
観
経
義
疏
⽞
に
お
け
る
教
判
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く
。⽝
観

経
義
疏
⽞
は
冒
頭
に
⽛
五
要
⽜
と
い
う
五
つ
の
項
目
か
ら
⽝
観
経
⽞
の
性
格
規

定
を
し
て
い
る⑰
。
中
で
も
、
第
一
・
第
二
の
規
定
が
今
回
の
検
討
に
関
わ
る
。

次
の
通
り
。

八
〇



⽝
観
経
義
疏
⽞（
浄
全
五
・
一
七
〇
上
）

第
一
須
𦗺知
𥿜教
之
大
小
𥾀。
教
別
二
蔵
、
謂
声
聞
蔵
及
菩
薩
蔵
。
教
𥿜声
聞
𥾀

法
、
名
𥿜声
聞
蔵
𥾀。
教
𥿜菩
薩
𥾀法
、
名
𥿜菩
薩
蔵
𥾀。
差
別
義
如
𥿜常
釈
𥾀。

此
⽝
経
⽞
乃
是
菩
薩
蔵
収
。

第
二
須
𦗺知
𥿜教
局
漸
及
頓
𥾀。
小
教
名
𦗺局
。
大
従
𦗺小
入
、
目
𦗺之
為
𦗺漸
。

大
不
𦗺由
𦗺小
、
謂
𦗺之
為
𦗺頓
。

此
⽝
経
⽞
是
其
頓
教
法
輪
。
何
故
得
𦗺知
。

此
⽝
経
⽞
正
為
㆓

韋
提
希
㆒

説
。
下
説
㆓

⽛
韋
提
是
凡
夫
⽜
㆒。
為
㆓

凡
夫
㆒

説
、

不
㆓

従
㆑

小
入
㆒。
故
知
是
頓
。

こ
の
よ
う
に
、⽝
観
経
⽞
は
菩
薩
蔵
の
う
ち
の
頓
教
で
あ
り
、
そ
の
理
由
が

凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
他
著
作
と
比
べ
た
時
、

こ
の
教
判
の
説
明
は
非
常
に
簡
素
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
波
線
太
字
箇
所

に
明
ら
か
な
よ
う
に
、⽝
観
経
義
疏
⽞
の
教
判
は
⽝
観
経
⽞
に
沿
う
よ
う
言
葉

が
選
ば
れ
て
お
り
、
決
し
て
形
式
的
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
に
⽝
観
経
⽞
が
菩
薩
蔵
の
う
ち
の
頓
教
と
判
じ
ら
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
個
々
の
注
釈
と
有
機
的
に
連
関
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
く
。

三
-二
．
応
身
観
に
つ
い
て

⽝
観
経
義
疏
⽞
で
は
、⽝
観
経
⽞
の
観
仏
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

観
仏
有
㆑

二
。
一
真
身
観
、
二
応
身
観
。（
略
）

応
身
観
中
、
有
㆑

始
有
㆑

終
。

聞
𥿜菩
薩
蔵
𥾀、
知
𦊼十
方
界
有
𥿜無
量
仏
𥾀、
᷷
想
思
察
、
令
𥿜心
分
了
𥾀。
以
𥿜

如
𦗺是
等
𥾀、
麁
浄
信
見
、
名
㆑

之
為
㆑

始
。
以
𥿜大
神
通
𥾀親
往
礼
覲
、
或
復

往
生
、
面
覩
供
養
、
名
𥿜真
実
見
𥾀、
此
以
為
𦗺終
。

真
身
観
中
、
亦
有
𥿜始
終
𥾀。

聞
𥿜菩
薩
蔵
𥾀、
知
𥿜仏
法
身
𥾀、
᷷
心
思
察
、
麁
浄
信
見
、
名
𦗺之
為
𦗺始
。
息
𧿁

除
妄
想
𥾀、
内
覚
相
応
、
説
以
為
𦗺終
。

今
此
所
論
、
是
応
身
中
麁
浄
信
観
矣
。

（
浄
全
五
・
一
七
一
上
〜
下
）

観
仏
に
は
応
身
観
と
真
身
観
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
⽛
始
⽜
と

⽛
終
⽜
の
行
が
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
う
ち
⽝
観
経
⽞
は
応
身
観
の
う
ち
の
⽛
始
⽜

の
行
(麁
浄
信
観
)
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
本
節
で
は
、こ
の
観
仏
の
説
明
が
土

台
に
据
え
て
い
る
説
示
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
、
教
判
と
の
関
連
を
考
察
す
る
。

先
行
研
究
で
は
、
既
に
⽝
菩
薩
地
持
経
⽞（
以
下
⽝
地
持
経
⽞）
の
歓
喜
住

（
＝
初
地
）
に
関
す
る
説
示
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑱
。
原
文
を
対
照
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
位
相

八
一

⽝
観
経
義
疏
⽞

⽝
地
持
経
⽞
巻
九
（
歓
喜
住
菩
薩
形
相
）

応
身
観
中
、
有
𦗺始
有
𦗺終
。

聞
㆓

菩
薩
蔵
㆒、
知
㆔

十
方
界

有
㆓

無
量
仏
㆒、
᷷
想
思
察
、

云
何
歓
喜
住
菩
薩
行
相
。（
略
）

此
住
者
、
有
𥿜二
因
縁
𥾀見
𥿜無
量
仏
𥾀。
聞
㆓

菩

薩
蔵
説
㆒、
則
能
解
知
。
知
㆓

十
方
無
量
世
界



波
線
太
字
箇
所
が
⽝
観
経
義
疏
⽞
と
⽝
地
持
経
⽞
と
で
対
応
し
て
い
る
部
分

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、⽛
菩
薩
蔵
を
聞
く
⽜
と
い
う
こ
と
を
始
点
に
置
く
点

や
、
一
連
の
観
仏
を
⽛
麁
浄
信
見
⽜⽛
真
実
見
⽜
と
呼
称
し
て
い
る
点
の
一
致

を
見
る
に
、⽝
地
持
経
⽞
が
土
台
と
な
っ
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
の

場
合
、⽝
観
経
義
疏
⽞
の
応
身
観
は
初
地
の
行
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
も
読
め
る⑲
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
波
線
太
字
を
し
て
い
な
い
箇
所
の
よ
う
に
、⽝
観

経
義
疏
⽞
と
⽝
地
持
経
⽞
と
で
対
応
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
も
ま
た
事

実
で
あ
る
。
実
際
、⽝
観
経
義
疏
⽞
で
⽛
麁
浄
信
見
⽜
と
さ
れ
て
い
る
内
容
に

は
⽛
᷷
想
思
察
、
令
𥿜心
分
了
𥾀⽜
と
あ
る
も
、
そ
れ
は
⽝
地
持
経
⽞
で
は
説
か

れ
て
い
な
い
。
ま
た
逆
に
、⽝
地
持
経
⽞
で
は
願
力
が
往
生
や
見
仏
の
因
と
し

て
説
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
⽝
観
経
義
疏
⽞
で
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

従
っ
て
、⽝
観
経
義
疏
⽞
所
説
の
応
身
観
は
、
そ
の
多
く
を
⽝
地
持
経
⽞
に
拠

っ
て
は
い
る
も
の
の
、⽝
地
持
経
⽞
と
異
な
る
行
体
系
を
示
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
何
よ
り
、⽝
観
経
義
疏
⽞
自
体
が
⽝
地
持
経
⽞
を
指
示
し
て
い
な
い
点

も
注
意
さ
れ
る
。

実
は
、
こ
の
応
身
観
の
典
拠
に
つ
い
て
は
⽝
観
経
義
疏
⽞
自
体
に
指
示
が
あ

る
。
そ
れ
は
、⽝
観
仏
三
昧
海
経
⽞（
以
下
⽝
観
仏
経
⽞）
で
あ
る
。
次
の
通
り
。

応
身
観
、
如
𥿜彼
⽝
観
仏
三
昧
経
⽞
𥾀。
取
𥿜仏
形
相
𥾀、
᷷
想
思
察
、
名
𥿜応

身
観
𥾀。

（
浄
全
五
・
一
七
一
上
）

実
際
、
応
身
観
の
説
明
に
は
⽝
観
仏
経
⽞
を
基
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

記
述
が
あ
り
、
実
は
そ
れ
こ
そ
が
⽝
地
持
経
⽞
と
異
な
っ
て
い
た
箇
所
な
の
で

あ
る
。
原
文
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

八
二

令
𥿜心
分
了
𥾀。
以
𥿜如
𦗺是
等
𥾀、

麁
浄
信
見
、
名
𦗺之
為
𦗺始
。

以
𥿜大
神
通
𥾀親
往
礼
覲
、
或

復
往
生
、
面
覩
供
養
、
名
𥿜

真
実
見
𥾀、
此
以
為
𦗺終
。

（
浄
全
五
・
一
七
一
下
）

種
種
仏
名
㆒、
名
㆓

麁
浄
信
見
㆒。
乃
至
得
𥿜真
実

見
𥾀、
是
名
𥿜一
因
縁
𥾀。

復
作
𥿜是
願
𥾀、
彼
仏
出
𦗺世
、
我
当
𦗺生
𦗺彼
。

随
𦗺願
往
生
。
如
𦗺是
麁
浄
信
見
、
以
𥿜願
力
𥾀

故
、
見
㆓

諸
如
来
㆒、
一
切
種
供
養
、
楽
具
饒

益
、
随
𥿜其
所
能
𥾀随
𥿜其
力
𥾀供
㆓-養
法
僧
𥾀。

（
大
正
三
〇
・
九
四
一
中
〜
下
）

⽝
観
経
義
疏
⽞

⽝
観
仏
経
⽞
巻
一
（
一
例
を
抜
粋
）

応
身
観
中
、
有
𦗺始
有
𦗺終
。

聞
𥿜菩
薩
蔵
𥾀、
知
𦊼十
方
界

有
𥿜無
量
仏
𥾀、
᷷
想
思
察
、

令
㆓

心
分
了
㆒。
以
𥿜如
𦗺是
等
𥾀、

麁
浄
信
見
、
名
𦗺之
為
𦗺始
。

以
𥿜大
神
通
𥾀親
往
礼
覲
、
或

復
往
生
、
面
覩
供
養
、
名
𥿜

真
実
見
𥾀、
此
以
為
𦗺終
。

（
浄
全
五
・
一
七
一
下
）

諸
善
男
子
及
善
女
人
、
繫
㆓-心
思
㆔-惟
諸
仏
境

界
㆒、
亦
能
安
𧿁住
諸
三
昧
海
𥾀、
其
人
功
徳
不
𦗺

可
𥿜称
計
𥾀。
譬
如
𥿜諸
仏
等
無
𧎋有
𦗺異
。

（
略
）

若
我
滅
後
、
仏
諸
弟
子
（
略
）
於
𥿜一
時
中
𥾀

分
為
𥿜少
分
𥾀、
少
分
之
中
能
𥿜須
臾
間
𥾀、
念
𥿜

仏
白
毫
𥾀令
㆓

心
了
了
㆒、
無
𥿜謬
乱
想
𥾀分
明
正

住
注
𦗺意
不
𦗺息
念
𥿜白
毫
𥾀者
、
若
見
𥿜相
好
𥾀

若
不
𦗺得
𦗺見
、
如
𦗺是
等
人
、
除
𧿁却
九
十
六



こ
の
よ
う
に
、
慧
遠
は
⽝
地
持
経
⽞
だ
け
で
な
く
⽝
観
仏
経
⽞
に
も
基
づ
い

て
独
自
の
応
身
観
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る⑳
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、

傍
線
太
字
箇
所
の
よ
う
に
、
応
身
観
の
⽛
始
⽜
に
お
け
る
肝
心
の
観
察
行
は

⽝
観
仏
経
⽞
と
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
繰
り
返
す
が
、
慧
遠
は

⽝
観
経
⽞
を
応
身
観
の
⽛
始
⽜
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
の
⽛
始
⽜
に
お
け
る
観

察
行
が
⽝
観
仏
経
⽞
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
観
察
行
の
行
位
も
⽝
地
持

経
⽞
で
は
な
く
⽝
観
仏
経
⽞
に
求
め
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の

⽝
観
仏
経
⽞
当
面
で
は
、
四
角
箇
所
の
よ
う
に
、
観
察
行
が
⽛
為
凡
夫
⽜
と
し

て
も
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る㉑
。

以
上
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
⽝
観
経
義
疏
⽞

は
、⽝
地
持
経
⽞
か
ら
は
初
地
の
菩
薩
に
付
属
す
る
行
を
抜
粋
す
る
一
方
で
、

⽝
観
仏
経
⽞
か
ら
は
⽛
為
凡
夫
⽜
の
行
を
抜
粋
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
慧
遠
が

⽝
地
持
経
⽞
に
基
づ
く
説
明
を
行
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
行
位
が

⽝
地
持
経
⽞
と
同
じ
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
慧
遠
自
身
が
⽝
観
仏
経
⽞
の

方
を
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
点
、
そ
し
て
実
際
の
観
察
行
の
説
明
も
⽝
観
仏

経
⽞
に
基
づ
い
て
い
る
点
を
優
先
し
て
⽛
為
凡
夫
⽜
の
行
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ

う㉒
。
教
判
に
お
い
て
⽛
為
凡
夫
⽜
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、⽝
地
持
経
⽞

の
行
体
系
の
ま
ま
で
は
初
地
向
け
の
行
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
を
避
け

る
目
的
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
-三
．
九
品
段
に
つ
い
て

本
節
で
は
九
品
段
に
注
目
す
る
。
九
品
段
と
は
、
往
生
者
の
様
相
を
九
通
り

に
描
い
た
も
の
で
、
上
品
・
中
品
・
下
品
の
う
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
上
生
・
中
生
・

下
生
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
説
示
の
意
味
に
つ
い
て
、
大
き
く
は
、
他
者

の
往
生
を
観
察
す
る
た
め
の
説
示
か
、
自
ら
（
経
典
の
読
み
手
）
が
往
生
す
る

手
立
て
と
す
る
た
め
の
説
示
か
で
解
釈
が
分
か
れ
る
が
、⽝
観
経
義
疏
⽞
は
前

者
の
立
場
を
と
る㉓
。
次
の
通
り
。

自
下
三
観
合
為
𥿜一
分
𥾀、
為
𥿜他
生
観
𥾀。
観
𧿁察
他
人
九
品
生
相
𥾀。

（
浄
全
五
・
一
八
九
下
〜
一
九
〇
上
）

こ
の
解
釈
は
、
慧
遠
が
⽝
観
経
⽞
を
素
朴
に
読
ん
だ
結
果
と
言
え
る
か
も
し

浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
位
相

八
三

億
那
由
他
恒
河
沙
微
塵
数
劫
生
死
之
罪
𥾀。

（
略
）

如
来
白
毫
相
光
、
諸
修
多
羅
中
仏
已
広
説
、

如
𦗺是
妙
光
、
惟
仏
仏
見
、
十
地
菩
薩
見
不
𥿜

明
了
𥾀。
是
故
此
中
少
分
而
説
、
説
𥿜少
分
𥾀者

為
𥿜凡
夫
人
𥾀。
仏
滅
度
後
、
如
𦗺是
観
者
名

為
𥿜正
観
𥾀、
若
異
観
者
名
為
𥿜邪
観
𥾀。
此
光
除
𦗺

罪
如
𥿜向
所
説
𥾀、
惟
見
𦗺光
者
、
心
得
㆓

了
了
㆒

見
𥿜百
億
仏
𥾀。
見
𥿜白
毛
𥾀者
、
是
心
想
見
。

（
大
正
一
五
・
六
四
七
中
〜
六
五
五
上
〜
六
六

三
中
）



れ
な
い
が
、⽝
観
経
義
疏
⽞
の
教
判
を
念
頭
に
置
い
た
時
、
実
は
必
然
的
な
解

釈
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。

第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
慧
遠
に
と
っ
て
⽛
菩
薩
蔵
⽜
す
な
わ
ち
大
乗

経
典
は
、
小
乗
を
経
た
上
で
仏
果
に
至
る
⽛
漸
教
⽜
か
、
小
乗
を
経
ず
し
て
仏

果
に
至
る
⽛
頓
教
⽜
か
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
二
教
判
の
う
ち
、

⽝
観
経
⽞
は
頓
教
で
あ
る
と
慧
遠
は
判
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
特
に
注
目

し
た
い
の
が
中
品
生
（
上
生
か
ら
下
生
ま
で
を
含
む
）
の
説
示
で
あ
る
。

⽝
観
経
⽞
当
面
の
話
と
し
て
、
九
品
そ
れ
ぞ
れ
が
何
者
を
指
す
の
か
に
つ
い

て
も
解
釈
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が㉔
、⽝
観
経
義
疏
⽞
は
中
品
生
を
広
い

意
味
で
は
⽛
修
小
乗
⽜（
浄
全
五
・
一
九
三
下
）、
す
な
わ
ち
小
乗
の
実
践
者
と

解
釈
し
て
い
る
。
実
際
、⽝
観
経
⽞
に
お
い
て
中
品
生
の
共
通
項
を
探
れ
ば
、

浄
土
往
生
後
に
阿
羅
漢
と
な
っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
小
乗
で
あ
る
中
品
生
も
慧
遠
に
と
っ
て
は
観
察
対
象
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

さ
て
、
教
判
と
の
関
係
を
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
中
品
生
を
他
生
観
と
し
な

い
な
ら
、⽝
観
経
⽞
に
は
自
ら
が
往
生
す
る
手
立
て
と
し
て
小
乗
行
を
実
践
し
、

そ
し
て
小
乗
の
果
徳
を
得
る
よ
う
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
小
乗
を
経
由

し
な
い
頓
教
説
は
成
立
し
え
な
い
。
そ
の
た
め
小
乗
を
経
由
す
る
漸
教
説
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
で
は
そ
の
ま
ま
漸
教
説
と
し
て
⽝
観
経
⽞
を
読
み
通
す

こ
と
が
で
き
る
か
と
言
う
と
、
今
度
は
上
品
生
・
下
品
生
が
小
乗
行
を
実
践
し

な
い
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
漸
教
説
も
成
立
し
え
な
い
。

従
っ
て
、
慧
遠
の
定
義
通
り
に
菩
薩
蔵
を
漸
教
と
頓
教
に
分
け
る
限
り
、
九

品
段
は
他
生
観
と
し
て
の
み
読
む
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る㉕
。
そ
し
て
他
生
観

と
し
た
場
合
、
九
品
段
内
で
は
観
察
者
自
身
の
得
ら
れ
る
果
徳
が
説
か
れ
て
い

な
い
こ
と
に
な
る
以
上
、
漸
教
説
・
頓
教
説
い
ず
れ
も
成
立
し
う
る
か
ら
、

⽝
観
経
⽞
が
漸
教
か
頓
教
か
を
判
別
す
る
の
は
別
の
経
文
に
求
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
九
品
段
を
他
生
観
と
み
な
す
限
り
、
九
品

段
の
解
釈
が
教
判
に
齟
齬
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
が
な
ぜ
こ
の
断
り
を
入
れ
る
か
と
言
え
ば
、
第
一
章
で
も
確
認
し
た
よ

う
に
、
慧
遠
が
⽝
観
経
⽞
を
聖
者
の
た
め
の
教
え
と
み
て
い
た
と
す
る
説
の
根

拠
の
一
つ
に
、
慧
遠
が
九
品
段
の
往
生
人
を
高
位
の
存
在
と
み
な
し
て
い
た
点

が
挙
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
教
判
の
⽛
為
凡
夫
⽜
と
合
わ
な

い
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
慧
遠

が
九
品
段
を
他
生
観
と
み
な
す
の
は
教
判
を
前
提
に
置
け
ば
必
然
的
な
解
釈
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う㉖
。
従
っ
て
、
九
品
段
も
教
判
通
り
に
⽛
為
凡
夫
⽜（
こ
こ

で
は
特
に
⽛
為
韋
提
希
⽜）
の
教
え
と
見
て
い
く
こ
と
が
、⽝
観
経
義
疏
⽞
の
趣

旨
に
沿
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
-四
．
韋
提
希
に
つ
い
て

最
後
に
、
従
来
の
見
解
の
肝
で
も
あ
る
韋
提
希
に
つ
い
て
で
あ
る
。
韋
提
希

は
、⽝
観
経
⽞
に
お
い
て
釈
尊
の
教
化
対
象
と
し
て
登
場
す
る
主
人
公
的
人
物

で
あ
り
、
慧
遠
自
身
も
教
判
に
お
い
て
と
り
わ
け
言
及
し
て
い
る
。
本
章
第
一

節
で
も
確
認
し
た
、
次
の
説
明
で
あ
る
。

此
⽝
経
⽞
是
其
頓
教
法
輪
。
何
故
得
𦗺知
。

八
四



此
⽝
経
⽞
正
為
㆓

韋
提
希
㆒

説
。
下
説
㆓

⽛
韋
提
是
凡
夫
⽜
㆒。
為
㆓

凡
夫
㆒

説
、

不
㆓

従
㆑

小
入
㆒。
故
知
是
頓
。

こ
の
よ
う
に
、
明
確
に
韋
提
希
を
⽛
凡
夫
⽜
と
扱
い
、
そ
の
韋
提
希
に
小
乗

を
経
由
さ
せ
て
い
な
い
か
ら
⽝
観
経
⽞
は
頓
教
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ

こ
で
⽛
下
説
⽜
と
指
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、⽝
観
経
⽞
で
は
次
の
通
り
。

見
𥿜彼
国
土
極
妙
楽
事
𥾀、
心
歓
喜
故
、
応
𦗺時
即
得
𥿜無
生
法
忍
𥾀。
仏
告
㆓

韋

提
希
㆒、
汝
是
凡
夫
。
心
想
羸
劣
未
𦗺得
𥿜天
眼
𥾀、
不
𦗺能
𥿜遠
観
𥾀。
諸
仏
如
来

有
𥿜異
方
便
𥾀、
令
𥿜汝
得
𧎋見
。

（
浄
全
一
・
三
八
）

釈
尊
が
仏
ゆ
え
に
極
楽
世
界
を
韋
提
希
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
告
げ
る

場
面
で
あ
る
。
こ
こ
を
、⽝
観
経
義
疏
⽞
は
経
文
注
釈
に
お
い
て
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

⽛
応
時
⽜
下
、
由
𦗺見
心
喜
、
得
𥿜無
生
忍
𥾀。
由
𦗺知
𥿜彼
国
𥾀、
従
𦗺心
而
現
、

達
𥿜本
無
法
𥾀、
故
得
𥿜無
生
𥾀。
無
生
理
也
。
慧
心
安
𦗺理
、
名
𥿜無
生
忍
𥾀。
忍

具
有
𦗺五
、
如
𥿜⽝
仁
王
経
⽞
説
𥾀。
一
是
伏
忍
。
在
𥿜於
種
性
解
行
位
中
𥾀、

学
観
𥿜諸
法
𥾀、
能
伏
𥿜煩
悩
𥾀、
故
名
為
𦗺伏
。
二
是
信
忍
。
二
三
地
、
於
𥿜無

生
理
𥾀信
心
決
定
、
名
為
𥿜信
忍
𥾀。
三
者
順
忍
。
四
五
六
地
、
破
𦗺相
入
𦗺如
、

趣
順
𥿜無
生
𥾀、
名
為
𥿜順
忍
𥾀。
四
無
生
忍
。
七
八
九
地
、
証
𦗺実
離
𦗺相
、
名
𥿜

無
生
忍
𥾀。
五
寂
滅
忍
。
十
地
已
上
、
破
𦗺相
畢
竟
、
冥
心
至
寂
、
証
𥿜大
涅

槃
𥾀、
名
𥿜寂
滅
忍
𥾀。
今
言
𥿜⽛
無
生
⽜
𥾀、
是
第
四
門
。
下
文
宣
㆓-説
⽛
韋
提

希
等
得
無
生
忍
⽜
𥾀、
即
其
事
也
。

第
五
段
中
、⽛
告
韋
提
希
汝
是
凡
夫
⽜
彰
㆓

其
分
斉
㆒。⽛
不
能
遠
観
⽜
彰
㆑

所
㆑

不
㆑

堪
。
韋
提
夫
人
実
大
菩
薩
。
此
会
即
得
㆓

無
生
法
忍
㆒。
明
知
不
㆑

小
、

亦
化
為
㆑

凡
。⽛
心
想
劣
⽜
等
、
正
明
𦗺不
𦗺堪
。⽛
心
想
羸
劣
⽜
明
𥿜心
不
𧎋

能
𦊼遠
照
𥿜彼
土
𥾀。⽛
未
得
天
眼
⽜
明
𥿜目
不
𧎋能
𦊼遠
見
𥿜彼
国
𥾀。⽛
有
異
方
便

令
汝
得
見
⽜
明
𥿜已
巧
示
𥾀。
此
即
略
顕
説
之
相
也
。

（
浄
全
五
・
一
八
三
上
〜
下
）

注
目
す
べ
き
は
、
波
線
太
字
箇
所
の
よ
う
に
、
韋
提
希
が
こ
の
会
座
に
て
無

生
法
忍
を
得
る
こ
と
か
ら
韋
提
希
を
⽛
実
大
菩
薩
⽜
と
注
釈
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
先
行
研
究
で
も
多
く
注
目
さ
れ
て
い
る㉗
。

た
だ
し
こ
こ
を
読
解
す
る
上
で
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
箇
所

は
ま
さ
し
く
教
判
で
言
及
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
よ
り
正
確
に

は
教
判
を
前
提
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
箇
所
で
韋
提
希
が
無
生
法
忍
を
得
る
こ
と
を
こ
と
さ
ら
取
り
上
げ
て
い
る

の
は
、⽝
観
経
⽞
を
頓
教
と
し
て
注
釈
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

慧
遠
の
こ
の
注
釈
は
、
凡
夫
で
あ
る
韋
提
希
が
即
座
に
（
小
果
を
経
ず
に
）
無

生
法
忍
を
得
る
と
の
注
釈
に
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
⽝
観
経
⽞
が
頓
教
で
あ
る

こ
と
の
証
明
と
し
て
有
効
な
の
で
あ
る
。
も
し
教
判
を
前
提
と
せ
ず
こ
こ
を
読

解
し
た
な
ら
ば
、
慧
遠
の
注
釈
に
は
唐
突
な
感
が
否
め
な
い
。
し
か
し
教
判
を

前
提
と
す
れ
ば
、
慧
遠
が
踏
み
込
ん
だ
注
釈
を
し
て
い
る
こ
と
は
至
極
当
然
な

浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
位
相

八
五



こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、⽝
観
経
義
疏
⽞
の
教
判
に
則
れ
ば
大
乗

経
典
は
漸
教
か
頓
教
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
判
定
に
関
わ
る
重
要
な
経
文
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
様
の
慧
遠
に
対
す
る
理
解
は
、
実
は
元
照
（
一
〇
四
八
〜
一
一
一

六
）
の
⽝
観
無
量
寿
経
義
疏
⽞
に
も
見
ら
れ
る
。
次
の
通
り
。

遠
⽝
疏
⽞
亦
云
⽛
此
⽝
経
⽞
是
頓
敎
法
輪
。
韋
提
希
等
並
是
凡
夫
、
便
証
㆓

無
生
㆒、
不
㆓

従
㆑

小
入
㆒。
故
知
是
頓
⽜。

（
浄
全
五
・
三
五
四
下
）

⽝
観
経
義
疏
⽞
冒
頭
の
教
判
で
は
無
生
法
忍
の
話
は
し
て
い
な
い
か
ら
、
元

照
の
こ
の
説
明
は
、⽝
観
経
義
疏
⽞
冒
頭
の
教
判
と
、
先
ほ
ど
も
引
用
し
た

⽛
韋
提
夫
人
実
大
菩
薩
。
此
会
即
得
𥿜無
生
法
忍
𥾀。
明
知
不
𦗺小
、
亦
化
為
𦗺凡
⽜

と
を
合
わ
せ
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
知
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、⽛
凡
夫
で
あ
る
韋
提
希
⽜
と
い
う
経
文
を
教
判
の
観
点
か

ら
重
視
し
た
の
が
慧
遠
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
、⽛
韋
提
夫
人

実
大
菩
薩
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
慧
遠
が
韋
提
希
を
菩
薩
の
一
種
と
み
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
が
善
導㉘
や
迦
才㉙
（
七
世
紀
頃
）
の
理
解
と
違
う

と
い
う
の
は
間
違
い
な
い㉚
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
慧
遠
に
お
い
て
は
⽛
菩

薩
⽜
だ
か
ら
と
い
っ
て
⽛
聖
者
⽜
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

岡
本
一
平
［
二
〇
二
〇
］
は
、⽝
大
経
義
疏
⽞
の
教
判
に
注
目
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

そ
の
内
容
は
短
い
も
の
の
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。（
中
略
）
第
二

は
、⽛
凡
夫
人
⽜
は
⽛
頓
悟
菩
薩
⽜
の
一
種
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
慧
遠

に
お
い
て
、
凡
夫
と
菩
薩
は
対
立
概
念
で
は
な
い
。
凡
夫
も
⽛
小
乗
⽜
を

経
由
し
な
い
の
で
⽛
大
乗
⽜
を
求
め
れ
ば
⽛
頓
悟
菩
薩
⽜
で
あ
る
。

（
一
四
頁
）

こ
の
説
の
根
拠
は
、
慧
遠
が
⽝
大
経
⽞
を
⽛
頓
悟
菩
薩
⽜
の
た
め
の
教
え

（
頓
教
）
と
す
る
一
方
で
、⽛
正
為
㆘

凡
夫
人
中
、
厭
𧿁畏
生
死
𥾀求
𥿜正
定
𥾀者
𦨪⽜

と
も
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
詳
し
く
は
次
章
に
て
検
討
）。
こ
の
説

は
、⽝
観
経
義
疏
⽞
に
お
い
て
も
適
用
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
章
第
一
節

で
確
認
し
た
よ
う
に
、
慧
遠
は
⽝
観
経
⽞
に
つ
い
て
頓
教
と
す
る
一
方
で
、

⽛
為
㆓

凡
夫
㆒

説
、
不
𥿜従
𦗺小
入
𥾀。
故
知
是
頓
⽜
と
も
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る㉛
。

以
上
、
応
身
観
・
九
品
段
・
韋
提
希
に
関
す
る
慧
遠
の
注
釈
を
見
て
き
た
。

い
ず
れ
も
教
判
と
の
連
関
が
顕
著
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
教
判
論
を
通

す
こ
と
で
こ
れ
ら
の
注
釈
の
背
景
や
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
で
き
た
と
考
え
る
。

特
に
、⽛
為
凡
夫
⽜
の
教
え
と
す
る
こ
と
に
は
慧
遠
の
力
点
が
あ
っ
た
も
の
と

言
え
よ
う㉜
。四

．⽝
大
経
義
疏
⽞
の
教
判
論

四
-一
．
概
要

そ
れ
で
は
、
前
章
と
同
様
に
⽝
大
経
義
疏
⽞
に
お
け
る
教
判
を
ま
ず
見
て
お

こ
う
。
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⽝
大
経
義
疏
⽞（
浄
全
五
・
一
下
）

今
此
⽝
経
⽞
者
、
二
蔵
之
中
、
菩
薩
蔵
収
。
為
𥿜根
熟
人
𥾀頓
教
法
輪
。
云

何
知
𦗺頓
。

此
⽝
経
⽞、
正
為
㆘

凡
夫
人
中
、
厭
㆓-畏
生
死
㆒

求
㆓

正
定
㆒

者
㆖、
教
令
㆔

発
心

生
㆓

于
浄
土
㆒。
不
㆑

従
㆑

小
大
、
故
知
是
頓
。

【
波
線
太
字
箇
所
の
和
訳
】

こ
の
⽝〔
無
量
寿
〕
経
⽞
は
、
凡
夫
人
の
う
ち
、
ま
さ
し
く
生
死
輪
廻

を
厭
い
畏
れ
、〔
悟
り
に
〕
定
ま
っ
た
状
態
を
求
め
る
者
の
た
め
に
、

発
心
さ
せ
て
浄
土
に
生
ま
れ
さ
せ
る
。
小
乗
を
経
由
し
な
い
大
乗
で
あ

る
か
ら
、〔⽝
無
量
寿
経
⽞
は
〕
頓
教
で
あ
る
と
知
ら
れ
る㉝
。

こ
の
よ
う
に
⽛
為
凡
夫
⽜
と
の
説
明
が
あ
る
が
、
実
は
⽝
大
経
⽞
自
体
に

⽛
凡
夫
⽜
と
の
表
現
は
出
て
こ
な
い㉞
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
慧
遠
は
⽝
大
経
⽞

を
⽛
為
凡
夫
⽜
の
教
え
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
⽝
観
経
義
疏
⽞

と
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
慧
遠
は
弥
陀
浄
土
を
凡
夫
の
た
め
の
教
え
と
み
な
し

て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
そ
し
て
⽝
観
経
義
疏
⽞
と
同
様
、
こ
の
⽝
大
経
義

疏
⽞
の
教
判
も
形
式
的
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

前
章
と
同
様
に
、
教
判
の
説
明
が
個
々
の
注
釈
と
有
機
的
に
連
関
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
く
。

四
-二
．
三
輩
段
に
つ
い
て

本
節
で
は
三
輩
段
に
注
目
す
る
。
三
輩
段
と
は
、
往
生
を
願
う
者
の
姿
を
三

通
り
に
描
い
た
も
の
で
、
い
わ
ば
往
生
の
手
立
て
が
説
か
れ
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
た
だ
し
、
慧
遠
の
注
釈
で
は
、
三
輩
段
の
主
眼
を
自
ら
（
経
典
の
読
み
手
）

が
往
生
す
る
手
立
て
の
た
め
の
説
示
と
は
み
な
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
以
下
見
て
い
く
。

そ
も
そ
も
慧
遠
は
、⽝
大
経
⽞
の
宗
趣
を
⽛
此
⽝
経
⽞
宗
、
顕
𥿜無
量
寿
仏
所

行
・
所
成
及
所
摂
化
𥾀⽜（
浄
全
五
・
二
上
）
と
し
て
い
る
よ
う
に
、⽝
大
経
⽞
に

つ
い
て
は
あ
く
ま
で
⽛
無
量
寿
仏
の
な
す
所
を
顕
し
た
経
典
⽜
と
み
な
す
。
今

問
題
と
し
て
い
る
三
輩
段
に
つ
い
て
も
、
こ
の
無
量
寿
仏
の
所
摂
が
説
か
れ
て

い
る
と
す
る
。
所
摂
と
は
、
具
体
的
に
は
次
の
通
り
。

自
下
第
三
明
𥿜其
所
摂
𥾀。
摂
㆔-取
十
方
有
縁
衆
生
同
往
㆓

彼
国
㆒、
以
㆑

法
化
益
。

然
下
所
摂
、
遂
𥿜上
所
発
四
十
八
願
𥾀。
一
一
別
対
、
相
顕
可
𦗺知
。

文
中
有
𦗺四
。
一
摂
𦊼下
人
同
生
𥿜彼
国
𥾀。
二
⽛
無
量
寿
仏
威
徳
無
極
⽜
下
、

摂
𨧣取
上
人
同
往
𥿜彼
国
𥾀。
三
⼦彼
国
菩
薩
皆
当
究
竟
一
生
⼧
已
下
、
重
摂
𦊼

下
人
同
生
𥿜彼
国
𥾀。
四
⽛
弥
勒
白
仏
於
此
世
界
幾
許
菩
薩
生
彼
⽜
已
下
、

重
摂
𦊼上
人
同
生
𥿜彼
国
𥾀。

（
浄
全
五
・
三
五
上
）

こ
の
よ
う
に
、
所
摂
と
は
、
十
方
国
土
か
ら
往
生
し
て
く
る
衆
生
を
無
量
寿

仏
が
摂
取
し
て
教
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
三
輩
段
も
こ
こ
に
該
当
し
て

お
り
（⽛
一
摂
𦊼下
人
同
生
𥿜彼
国
𥾀⽜
に
該
当
）、
あ
く
ま
で
無
量
寿
仏
が
摂
取
す

る
一
様
相
を
説
示
し
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
慧
遠
に

よ
れ
ば
、
定
ま
っ
た
状
態
を
求
め
る
凡
夫
は
⽛
無
量
寿
仏
は
、
高
位
な
衆
生
で

浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
位
相
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あ
っ
て
も
低
位
な
衆
生
で
あ
っ
て
も
摂
取
し
て
く
れ
る
⽜
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、

そ
れ
に
よ
っ
て
小
乗
を
経
由
せ
ず
し
て
大
乗
に
参
入
す
る
よ
う
に
な
る㉟
、
と
い

う
構
図
と
な
る
の
で
あ
る㊱
。

さ
て
、
こ
の
理
解
は
衆
生
の
往
生
行
に
対
し
て
希
薄
で
あ
る
か
ら
一
見
し
て

特
殊
な
よ
う
に
思
え
る
が㊲
、
実
は
こ
れ
も
教
判
を
考
慮
し
た
時
、
慧
遠
に
と
っ

て
は
自
然
な
注
釈
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

先
に
三
輩
段
に
対
す
る
具
体
的
な
注
釈
を
確
認
し
て
お
く
と
、
次
の
通
り
。

初
言
𥿜⽛
十
方
世
界
諸
天
人
民
願
生
彼
国
凡
有
三
輩
⽜
𥾀総
以
標
挙
。
如
㆓

⽝
観
経
⽞
中
、
麁
分
為
㆑

三
、
細
分
為
㆒㆑

九
。

麁
分
𦗺三
者
、
謂
上
中
下
。
大
乗
人
中
、
習
種
已
上
、
名
為
𥿜上
品
𥾀。
小
乗

人
中
、
外
凡
持
戒
乃
至
㆓

那
含
㆒、
以
為
㆓

中
品
㆒。
大
乗
人
中
、
外
凡
善
趣
、

名
為
𥿜下
品
𥾀。

（
浄
全
五
・
三
六
上
）

こ
の
よ
う
に
、⽝
観
経
⽞
の
九
品
段
と
重
ね
た
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
す
る

と
問
題
と
な
る
の
は
、
前
章
で
も
見
た
よ
う
に
中
輩
＝
小
乗
の
人
と
い
う
理
解

で
あ
る
。
も
し
三
輩
段
を
自
ら
が
往
生
す
る
手
立
て
の
た
め
の
説
示
と
し
た
な

ら
ば
、
自
ら
が
小
乗
を
経
由
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
な
り
、⽝
観
経
義
疏
⽞

で
の
検
討
と
同
様
に
頓
教
説
（
小
乗
を
経
由
せ
ず
し
て
大
乗
に
入
る
教
え
）
は
成

立
し
な
い
。
ま
た
、
上
輩
や
下
輩
は
小
乗
行
を
実
践
し
な
い
か
ら
、
漸
教
説
も

成
立
し
え
な
い
（
前
章
第
三
節
参
照
）。

従
っ
て
、
慧
遠
の
定
義
通
り
に
菩
薩
蔵
を
漸
教
と
頓
教
に
分
け
る
限
り
、
三

輩
段
は
自
ら
が
往
生
す
る
手
立
て
と
は
読
め
な
い
。
一
方
、
慧
遠
が
示
す
⽛
三

輩
段
⽜
＝
⽛
無
量
寿
仏
の
な
す
所
を
顕
し
た
段
⽜
と
い
う
理
解
に
お
い
て
は
、

三
輩
段
と
教
判
と
で
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る㊳
。

も
う
一
点
教
判
と
の
関
連
か
ら
言
及
し
て
お
く
と
、
上
輩
は
別
の
観
点
か
ら

も
問
題
と
な
る
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
上
輩
は
⽛
大
乗
人
中
、
習
種
已
上
、

名
為
𥿜上
品
𥾀⽜
と
さ
れ
る
が
、⽝
大
経
義
疏
⽞
に
よ
れ
ば
⽛
習
種
已
上
⽜
の
衆

生
は
正
定
聚
で
あ
る
。
次
の
通
り
。

⽛
其
有
生
彼
国
者
皆
住
正
定
⽜
正
明
𥿜所
摂
𥾀。（
略
）

大
乗
法
中
、
善
趣
已
前
、
名
為
𥿜邪
定
𥾀。
善
趣
位
中
、
数
進
数
退
、
説
為
𥿜

不
定
𥾀。
習
種
已
去
、
位
分
不
退
、
説
為
㆓

正
定
㆒。
莫
𦗺問
𥿜大
乗
小
乗
衆
生
𥾀、

生
𥿜彼
国
𥾀者
、
皆
住
𥿜正
定
𥾀。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
上
輩
＝
正
定
聚
と
い
う
理
解
が
容
易
に
な
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
正
定
聚
に
住
し
て
い
る
者
が
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
自
体

は
何
ら
問
題
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
前
節
で
確
認
し
た
教

判
の
⽛
此
⽝
経
⽞、
正
為
𦮴凡
夫
人
中
、
厭
𧿁畏
生
死
𥾀求
𥿜正
定
𥾀者
𦨪⽜
で
あ
る
。

特
に
注
目
し
た
い
の
が
⽛
求
𥿜正
定
𥾀者
⽜
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
未
だ
正
定
に
住

し
て
い
な
い
者
に
向
け
た
説
示
が
⽝
大
経
⽞
で
あ
る
と
読
め
る
。
も
し
三
輩
段

を
自
ら
が
往
生
す
る
手
立
て
の
た
め
の
説
示
と
し
た
な
ら
ば
、
正
定
聚
で
あ
る

上
輩
と
⽛
求
𥿜正
定
𥾀者
⽜
と
が
ᷦ
み
合
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
し

て
や
、
上
品
上
生
に
至
っ
て
は
⽛
四
地
已
上
⽜（
浄
全
五
・
三
六
下
）
の
菩
薩
と

八
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さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
慧
遠
の
理
解
で
は
、
上
輩
は
⽝
観
経
⽞
と
同
様
に
他

者
の
様
相
（⽝
大
経
⽞
で
は
無
量
寿
仏
の
摂
取
に
普
遍
性
が
あ
る
こ
と
の
一
例
と
し

て
の
上
輩
）
を
描
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い㊴
。

⽝
観
経
義
疏
⽞
で
は
、
九
品
段
が
他
生
観
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
に
理

解
で
き
る
注
釈
と
な
っ
て
い
た
が
、
本
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、⽝
大
経
義
疏
⽞

で
は
、
三
輩
段
が
無
量
寿
仏
の
所
摂
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
に
理
解
で
き

る
注
釈
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
教
判
の
理
解
が
一
つ
背
景
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
-三
．
特
留
此
経
に
つ
い
て

最
後
に
、
特
留
此
経
に
つ
い
て
で
あ
る
。
特
留
此
経
と
は
、⽝
大
経
⽞
で
は

ほ
ぼ
最
後
の
一
段
で
あ
り
、
仏
法
が
滅
し
た
後
も
⽝
大
経
⽞
を
百
年
留
め
る
と

い
う
説
示
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
慧
遠
は
次
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。

⽛
我
以
慈
⽜
下
、
明
𥿜己
留
意
𥾀。
仏
以
𥿜慈
悲
𥾀憐
𧿁愍
衆
生
𥾀。
故
法
滅
後
、

独
留
𥿜此
経
𥾀、
百
歳
済
度
。

以
𦮴此
⽝
経
⽞
中
、
開
𧿁示
浄
土
𥾀、
令
𦬧人
求
𤿺生
故
偏
留
𦗺之
。

⽝
大
涅
槃
経
⽞、
顕
㆓-示
仏
性
㆒、
教
㆑

聖
中
深
。
聖
人
先
隠
。
為
㆑

是
先
滅
。

此
⽝
経
⽞、
教
㆓

人
厭
㆑

苦
求
㆒㆑

楽
、
済
㆑

凡
中
要
。
為
㆑

是
後
滅
。

法
随
㆑

人
別
、
故
滅
不
同
。

（
浄
全
五
・
五
四
下
）

【
波
線
太
字
部
分
の
和
訳
】

⽝
大
般
涅
槃
経
⽞
は
仏
性
を
顕
示
し
て
お
り
、
聖
者
を
教
化
す
る
う
ち

の
甚
深
な
〔
経
典
〕
で
あ
る
。
聖
者
は
先
に
隠
れ
る
。
こ
の
た
め
先
に

滅
す
る
。

こ
の
⽝〔
無
量
寿
〕
経
⽞
は
、
人
に
苦
し
み
を
厭
わ
せ
て
楽
し
み
を
求

め
さ
せ
て
お
り
、
凡
夫
を
救
う
う
ち
の
肝
要
な
〔
経
典
〕
で
あ
る
。
こ

の
た
め
後
に
滅
す
る
。

仏
法
は
人
に
応
じ
て
異
な
っ
て
お
り
、
だ
か
ら
〔
経
典
が
〕
滅
す
る
時

期
も
様
々
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
が
⽝
大
経
⽞
を
百
年
留
め
る
の
は
衆
生
を
憐
れ
ん
で
の

こ
と
で
あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
⽝
大
経
⽞
は
凡
夫
を
救
う
要
で
あ
る
と
説
明

し
て
い
る㊵
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、⽝
涅
槃
経
⽞
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、⽝
涅
槃
経
⽞
で
仏
性
を
顕
示
す
る
の
は
聖
者
を
教

化
す
る
た
め
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
⽛
為
聖
者
⽜
と
⽛
為
凡
夫
⽜
の
対

比
構
造
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、⽝
大
経
⽞
が
ま
さ
し
く
⽛
為
凡
夫
⽜
の
教
え
で

あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る㊶
。

以
上
、
三
輩
段
・
特
留
此
経
に
関
す
る
慧
遠
の
説
明
を
見
て
き
た
。
い
ず
れ

も
教
判
と
の
関
連
を
見
る
こ
と
で
注
釈
の
意
義
が
明
瞭
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
特
留
此
経
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、⽛
為
凡
夫
⽜
の
教
え
で
あ
る
と
い
う

意
識
も
注
釈
の
最
後
ま
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、⽝
観
経
義
疏
⽞⽝
大
経
義
疏
⽞
の
教
判
を
軸
と
し
て
、
慧
遠
の
弥
陀
浄

浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
位
相

八
九



土
思
想
に
対
す
る
理
解
（
応
身
観
・
九
品
段
・
韋
提
希
・
三
輩
段
・
特
留
此
経
に

つ
い
て
）
を
見
て
き
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
本
研
究
は
、
慧
遠
が
弥
陀
浄
土
思
想

を
⽛
為
凡
夫
⽜
の
教
え
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
が

個
々
の
注
釈
と
有
機
的
に
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

慧
遠
に
よ
れ
ば
、⽝
観
経
⽞
も
⽝
大
経
⽞
も
凡
夫
が
小
乗
を
経
由
せ
ず
し
て
大

乗
に
参
入
す
る
教
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
応
身
観
の
典
拠
や
韋
提
希
へ
の
経
文
注

釈
、
特
留
此
経
の
意
味
内
容
と
連
関
し
て
い
た
。
特
に
九
品
段
と
三
輩
段
に
つ

い
て
は
、
菩
薩
蔵
を
漸
教
か
頓
教
か
で
区
分
す
る
教
判
を
考
慮
し
た
時
、
経
文

そ
の
も
の
を
自
ら
（
経
典
の
読
み
手
）
が
往
生
す
る
手
立
て
の
た
め
の
説
示
と

は
読
め
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
点
が
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
品
段
へ
の

⽛
他
生
観
⽜
と
の
注
釈
、
あ
る
い
は
三
輩
段
へ
の
⽛
無
量
寿
仏
が
様
々
な
衆
生

を
摂
取
す
る
こ
と
⽜
と
の
注
釈
は
、
教
判
と
連
関
す
る
形
で
成
り
立
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
教
判
論
を
視
点
と
し
て
検
討
を
行
っ
た
が
、
科
段
や
宗
趣
な
ど
、

他
に
も
慧
遠
に
よ
る
経
論
の
性
格
規
定
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
を
視
点
と
し
た

検
討
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い㊷
。

付
記本

研
究
は
本
願
寺
派
教
学
助
成
財
団
慶
華
奨
学
金
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註①
⽝
無
量
寿
経
⽞
を
⽝
大
経
⽞
と
略
称
す
る
の
は
、
他
で
も
な
い
慧
遠
が
現
状

最
古
の
用
例
と
さ
れ
る
。
田
中
ケ
ネ
ス
［
一
九
八
九
］
参
照
。

②

伊
東
昌
彦
［
二
〇
一
一
］
は
伝
吉
蔵
⽝
無
量
寿
経
義
疏
⽞
を
⽝
大
経
義
疏
⽞

に
先
行
す
る
も
の
と
主
張
し
、
魏
藝
［
二
〇
二
三
］
は
敦
煌
本
⽝
無
量
寿
経
義

記
⽞（
あ
る
い
は
そ
の
種
本
）
を
⽝
大
経
義
疏
⽞
に
先
行
す
る
も
の
と
推
測
す

る
。

③

例
え
ば
、
憬
興
⽝
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
⽞
は
⽝
大
経
義
疏
⽞
を
七
六
回
も

引
用
す
る
と
い
う
（
金
亮
淳
（
佐
藤
厚
訳
）［
二
〇
一
〇
］）。
他
、
阿
川
貫
達

［
一
九
三
三
］
な
ど
参
照
。

④
⽝
観
経
⽞
の
中
国
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
整
理
に
柴
田
泰
山
［
二
〇

〇
六
］
一
一
三
〜
一
一
四
頁
や
福
原
隆
善
［
二
〇
一
九
］
が
あ
る
。

⑤

近
年
の
思
想
史
的
概
説
に
藤
井
淳
［
二
〇
一
一
］
が
あ
る
。

⑥

吉
津
宜
英
［
一
九
七
六
］［
一
九
七
七
］
や
末
光
愛
正
［
一
九
八
一
］、
岡
本

一
平
［
二
〇
〇
四
］
な
ど
。

⑦

岡
本
一
平
［
二
〇
一
七
ｂ
］
で
は
⽝
勝
鬘
経
義
記
⽞
の
当
該
箇
所
が
現
代
語

訳
さ
れ
て
お
り
、
岡
本
一
平
［
二
〇
二
〇
］
で
は
⽝
維
摩
経
義
記
⽞
の
菩
薩
蔵

に
関
す
る
箇
所
が
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
る
。

⑧

厳
密
に
は
、⽝
観
経
義
疏
⽞
と
⽝
温
室
経
義
記
⽞
は
二
蔵
を
示
し
た
上
で

⽛
局
⽜（
小
乗
）⽛
漸
⽜⽛
頓
⽜
と
い
う
三
教
の
区
分
を
設
け
る
が
、
本
論
文
で
は

問
題
と
な
ら
な
い
。
な
お
、
慧
遠
の
著
作
と
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、⽝
菩
薩
地

持
論
義
記
⽞⽝
華
厳
経
疏
⽞⽝
法
華
経
疏
⽞⽝
金
光
明
経
義
疏
⽞⽝
金
剛
般
若
経

疏
⽞⽝
金
剛
般
若
論
疏
⽞
に
は
散
逸
が
あ
り
教
判
は
不
明
で
あ
る
。
慧
遠
の
著

作
一
覧
に
つ
い
て
は
佐
藤
哲
英
［
一
九
七
七
］
に
簡
便
な
表
が
あ
る
。

⑨
【⽛
為
凡
夫
⽜
と
み
な
し
て
い
た
と
す
る
立
場
】

深
貝
慈
孝
［
一
九
七
一
］［
一
九
八
二
］、
田
中
ケ
ネ
ス
［
一
九
八
九
］、

T
anaka［
一
九
九
〇
］、
小
田
切
賢
祐
［
二
〇
〇
〇
］、
松
尾
得
晃
［
二
〇
〇

四
］
な
ど
（
主
題
的
に
扱
っ
て
い
る
の
は
深
貝
慈
孝
［
一
九
七
一
］、
田
中
ケ

ネ
ス
［
一
九
八
九
］、
T
anaka［
一
九
九
〇
］）。

【⽛
為
聖
者
⽜
と
み
な
し
て
い
た
と
す
る
立
場
】

開
悟
院
霊
暀
（⽝
真
宗
全
書
⽞
五
・
一
一
頁
）、
池
田
和
貴
［
一
九
九
七
］、

伊
藤
瑛
梨
［
二
〇
一
二
］
な
ど
。

九
〇



⑩

前
註
の
よ
う
に
、
教
判
通
り
に
慧
遠
は
⽝
観
経
⽞
を
⽛
為
凡
夫
⽜
と
み
て
い

た
と
す
る
立
場
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
深
貝
慈
孝
［
一
九
七
一
］
は
⽝
大
乗
義

章
⽞⽛
浄
土
義
⽜
を
ベ
ー
ス
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
凡
夫
の
た
め
の
阿

弥
陀
仏
国
で
あ
る
こ
と
は
⽝
大
乗
義
章
⽞
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
田
中
ケ
ネ
ス
［
一
九
八
九
］
は
、
本
論
に
引
用
し
た
よ
う
な
通
説
を

批
判
す
る
形
で
、
①
慧
遠
に
と
っ
て
九
品
の
往
生
者
は
あ
く
ま
で
観
仏
の
対
象

で
あ
る
こ
と
、
②
慧
遠
の
言
う
⽛
大
菩
薩
⽜
は
、
そ
の
階
位
が
明
言
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
必
ず
し
も
初
地
以
上
の
聖
者
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
③
慧
遠
が

⽝
観
経
⽞
の
宗
旨
と
す
る
観
仏
三
昧
は
、
慧
遠
に
よ
れ
ば
低
い
レ
ベ
ル
の
観
仏

行
で
あ
る
こ
と
、
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
い
ず
れ
も
第
三
章
の
検
討
項
目

と
重
な
る
）。
こ
れ
ら
の
指
摘
に
は
筆
者
も
う
な
ず
く
と
こ
ろ
が
多
く
、
非
常

に
参
考
に
な
っ
た
。

⑪

霊
暀
や
阿
川
貫
達
［
一
九
三
三
］
は
慧
遠
を
代
表
と
す
る
諸
師
と
善
導
と
の

教
学
的
相
違
に
つ
い
て
列
挙
し
て
お
り
、
こ
れ
が
よ
く
紹
介
さ
れ
る
が
、
あ
く

ま
で
善
導
の
独
自
性
を
抽
出
す
る
た
め
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
大
原
性
実

［
一
九
七
四
］
六
〇
〜
六
五
頁
や
柴
田
泰
山
［
二
〇
〇
六
］
二
四
一
〜
二
四
八

頁
な
ど
）。
無
論
、
善
導
を
見
る
上
で
は
有
用
で
あ
る
。

⑫

勿
論
、
慧
遠
の
用
い
る
⽛
聖
者
⽜⽛
凡
夫
⽜
の
定
義
と
は
何
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
が
、
慧
遠
の
用
い
る
言
葉
は
一
義
的
で
は
な
く
文
脈
に
応
じ
て
そ
の
都

度
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
意
味
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
本
研
究
は
、
少
な
く
と
も
慧
遠
が
教
判
で
⽛
為
凡
夫
⽜
と
明

言
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
個
々
の
注
釈
と
の
関
連
に
お
い
て
⽛
凡
夫
⽜
の

内
容
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
柴
田
泰
山
［
二
〇
〇
六
］
三
〇
五
〜
三

〇
七
頁
は
、
慧
遠
の
用
い
る
⽛
凡
夫
⽜
が
菩
薩
の
階
位
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る

と
し
つ
つ
も
、
慧
遠
に
お
い
て
は
⽛
往
生
の
主
体
⽜
あ
る
い
は
⽛
時
機
相
応
⽜

と
い
う
視
点
が
少
な
く
、
機
根
論
と
い
う
視
点
が
未
形
成
で
あ
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る
。

⑬

慧
遠
自
身
に
よ
る
経
論
の
性
格
規
定
が
個
々
の
注
釈
に
至
っ
て
如
何
な
る
形

で
現
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
分
析
方
法
は
、
杉
山
裕
俊
［
二
〇
一
九
］
か
ら
示

唆
を
得
た
。
杉
山
裕
俊
［
二
〇
一
九
］
で
は
、
道
綽
⽝
安
楽
集
⽞
に
示
さ
れ
る

各
経
典
に
対
す
る
宗
旨
が
、
道
綽
の
各
教
説
と
ど
う
関
連
す
る
か
を
検
討
し
て

い
る
。

⑭

提
示
順
は
、
便
宜
上
現
在
の
学
界
で
立
て
ら
れ
て
い
る
著
作
順
の
仮
説
に
基

づ
く
。
池
田
将
則
［
二
〇
一
三
］、
岡
本
一
平
［
二
〇
一
〇
］［
二
〇
一
七
ａ
］

［
二
〇
一
八
］
な
ど
参
照
。

⑮

こ
の
点
は
深
貝
慈
孝
［
一
九
七
一
］、
T
anaka［
一
九
九
〇
］
五
六
頁
に
も

指
摘
さ
れ
る
。
本
章
で
は
他
著
作
の
特
徴
も
網
羅
的
に
提
示
し
た
。

⑯

本
章
は
、
二
〇
二
三
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
京
都
・
宗
教
系
大
学
院
連
合

（
K
-GU
RS）
院
生
発
表
会
で
の
発
表
内
容
を
大
幅
に
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る

（
発
表
概
要
は
⽝
京
都
・
宗
教
論
叢
⽞
一
七
、
二
〇
二
四
年
に
掲
載
）。

⑰
⽛
五
要
⽜
全
体
を
同
時
代
的
視
座
か
ら
考
察
し
た
も
の
に
長
谷
川
岳
史
［
二

〇
〇
八
］
が
あ
る
。

⑱

T
anaka［
一
九
九
〇
］
七
二
～
八
一
頁
、
伊
藤
瑛
梨
［
二
〇
一
二
］
参
照
。

⑲

伊
藤
瑛
梨
［
二
〇
一
二
］
は
、⽝
観
経
義
疏
⽞
と
⽝
地
持
経
⽞
の
当
該
箇
所

を
現
代
語
訳
・
図
式
化
し
て
そ
の
同
異
を
明
瞭
に
し
て
お
り
、
有
用
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
上
で
⽝
観
経
義
疏
⽞
の
応
身
観
を
⽝
地
持
経
⽞
と
同
様
に
初
地

の
行
（
＝
聖
人
の
行
）
と
み
な
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
相

違
が
あ
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑳

勿
論
、
こ
の
応
身
観
の
⽛
始
⽜
に
お
け
る
観
察
行
部
分
（
傍
線
太
字
部
分
）

は
⽝
観
経
⽞
に
も
類
似
箇
所
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
よ
く
一
致
す
る

の
は
⽝
観
仏
経
⽞
の
方
で
あ
る
。⽝
観
経
⽞
と
の
類
似
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ

る
。⽛
応
当
𦮴専
心
、
᷷
𥿜念
一
処
𥾀、
想
𦬧於
西
方
𦨪⽜（
第
一
日
想
観
）、⽛
是
故
応

当
𦊼一
心
᷷
念
、
諦
観
𥿜彼
仏
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
訶
三
藐
三
仏
陀
𥾀⽜（
第
八
像

観
）、⽛
心
眼
得
𦗺開
、
了
了
分
明
見
𦮴極
楽
国
七
宝
荘
厳
宝
地
・
宝
池
（
略
）

満
𦬧虚
空
𦨪⽜（
第
八
像
観
）、⽛
其
光
明
相
好
及
与
化
仏
、
不
𦗺可
𥿜具
説
𥾀。
但
当
𦊼

憶
想
、
令
𥿜心
眼
見
𥾀⽜（
第
九
仏
身
観
）。

㉑
⽝
観
仏
経
⽞
の
対
告
衆
に
は
、
他
に
父
王
閲
頭
檀
（
釈
尊
の
父
）・
仏
滅
後
の

諸
弟
子
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
位
相

九
一



㉒

な
お
、
松
尾
得
晃
［
二
〇
〇
八
］
は
、⽝
観
経
⽞
自
体
が
⽛
凡
夫
⽜
を
対
象

と
し
て
い
る
の
は
⽝
観
仏
経
⽞
の
影
響
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
次
の
通
り
。

⽛
後
代
、
浄
土
経
典
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
⽝
無
量
寿
経
⽞⽝
阿
弥
陀
経
⽞

に
は
凡
夫
の
語
は
な
く
、
滅
罪
を
説
く
禅
観
経
典
は
凡
夫
を
対
象
と
し
て
説
か

れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
即
ち
、⽝
無
量
寿
経
⽞
の
浄
土
教
思
想
と
、⽝
観
仏
三

昧
海
経
⽞
の
凡
夫
を
対
象
と
し
て
法
が
説
示
さ
れ
る
形
式
が
、⽝
観
無
量
寿
経
⽞

の
撰
述
・
訳
出
過
程
に
お
い
て
、
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
⽜（
二
四
頁
）。

㉓

後
者
の
立
場
で
代
表
的
な
の
が
善
導
で
あ
る
（
柴
田
泰
山
［
二
〇
〇
六
］
二

八
〇
〜
二
九
四
頁
な
ど
参
照
）。
な
お
、⽝
観
経
義
疏
⽞
は
実
際
の
経
文
に
つ
い

て
は
あ
く
ま
で
他
生
観
と
と
っ
て
い
る
も
の
の
、⽛
何
故
観
𦗺此
。
為
𦗺令
𦮴世
人

知
𥿜其
生
業
上
下
階
降
𥾀、
修
而
往
生
𦨪。
所
以
勧
𦗺観
⽜（
浄
全
五
・
一
九
〇
上
）

と
も
述
べ
る
よ
う
に
、
九
品
段
に
基
づ
い
た
自
ら
の
往
生
方
法
も
提
示
し
て
は

い
る
（
特
に
浄
全
五
・
一
九
二
下
に
詳
し
い
）。

㉔

柴
田
泰
山
［
二
〇
〇
六
］
二
六
九
〜
二
九
四
頁
な
ど
参
照
。

㉕

な
お
、
善
導
は
九
品
段
を
自
ら
が
往
生
す
る
手
立
て
と
み
な
す
が
、
一
方
で

は
⽝
観
経
⽞
を
頓
教
と
判
じ
て
い
る
。
菩
薩
蔵
を
漸
教
と
頓
教
に
分
け
る
な
ら

九
品
段
は
他
生
観
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
説
で

あ
り
、
こ
の
説
と
食
い
違
う
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
の
説
は

あ
く
ま
で
慧
遠
の
定
義
に
基
づ
く
場
合
で
あ
る
。
善
導
に
お
け
る
頓
教
の
定
義

は
、
慧
遠
の
も
の
と
は
ま
た
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
柴
田
泰
山
［
二
〇
二

一
］
一
一
五
〜
一
三
二
頁
参
照
。

㉖

慧
遠
に
と
っ
て
九
品
段
が
あ
く
ま
で
観
仏
の
対
象
で
あ
る
こ
と
自
体
は
、

⽛
為
凡
夫
⽜
と
み
な
し
て
い
た
と
す
る
立
場
の
先
行
研
究
で
も
度
々
言
及
さ
れ

て
き
た
通
り
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
そ
れ
は
教
判
を
前
提
に
置
け
ば
必
然
的

な
解
釈
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

㉗

特
に
、
善
導
が
韋
提
希
を
菩
薩
で
す
ら
な
い
凡
夫
と
み
な
し
た
こ
と
が
い
か

に
特
徴
的
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
文
脈
で
注
目
さ
れ
る
。
慧
遠
か
ら
の
展
開
史

と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
正
木
晴
彦
［
一
九
八
五
］
二
五
五
〜
二
五
八
頁
、
柴

田
泰
山
［
二
〇
一
四
］
一
七
三
頁
な
ど
参
照
。

㉘

善
導
⽝
観
無
量
寿
仏
経
疏
⽞⽛
序
分
義
⽜⽛
五
従
𥿜⽛
仏
告
韋
提
⽜
𥾀下
至
𥿜

⽛
令
汝
得
見
⽜
𥾀已
来
、
正
明
𥿜夫
人
是
凡
非
𦗺聖
、
由
𦗺非
𦗺聖
故
、
仰
惟
聖
力
冥

加
、
彼
国
雖
𦗺遥
得
𧎋覩
。
此
明
㆛

如
来
恐
㆘

衆
生
置
㆑

惑
謂
言
㆓

⽛
夫
人
是
聖
非

㆑

凡
⽜
㆒、
由
㆑

起
㆑

疑
故
即
自
生
㆓

怯
弱
㆒、⽛
然
韋
提
現
是
菩
薩
仮
示
㆓

凡
身
㆒、
我
等

罪
人
無
㆖
㆑

由
㆓

比
及
㆒

⽜、
為
㆑

断
㆓

此
疑
㆒

故
言
乙

⽛
汝
是
凡
夫
⽜
甲

也
。
言
𥿜⽛
心
想

羸
劣
⽜
𥾀者
、
由
𥿜是
凡
𥾀故
曽
無
㆓

大
志
㆒

也
⽜（
大
正
三
七
・
二
六
〇
下
、
浄
全

二
・
三
三
上
）。

㉙

迦
才
⽝
浄
土
論
⽞⽛
問
曰
。
浄
土
之
門
、
凡
聖
斉
往
、
未
𦗺知
、
宗
意
正
是
何

人
。
答
曰
。
観
𥿜韋
提
希
請
及
如
来
答
意
𥾀、
唯
言
𥿜⽛
為
未
来
世
一
切
凡
夫
為
煩

悩
賊
之
所
害
者
説
清
浄
業
処
⽜
𥾀。
勧
㆓

人
往
生
㆒、
不
㆑

論
㆓

菩
薩
㆒。
若
論
㆓

菩
薩
㆒、

発
心
願
㆑

生
㆓

悪
道
㆒、
不
㆑

願
㆑

生
㆓

浄
土
中
㆒

也
。
如
㆓

十
解
已
上
菩
薩
㆒、
尚
自
留
㆑

惑
受
㆑

生
、
願
㆘

生
㆓

悪
道
㆒

救
㆗

苦
衆
生
㆖、
不
㆑

願
㆑

生
㆓

浄
土
㆒

也
。（
略
）
即
知
、

凡
夫
由
𦗺未
𦗺勉
𥿜悪
道
𥾀故
、
須
𦗺生
𥿜浄
土
中
𥾀。
十
解
已
去
、
不
𦗺畏
𦗺生
𥿜悪
道
𥾀

故
、
不
𦗺願
𦗺生
𥿜浄
土
𥾀也
。
故
知
、
浄
土
興
意
、
本
為
㆓

凡
夫
㆒、
非
㆑

為
㆓

菩
薩
㆒

也
⽜（
大
正
四
七
・
八
八
上
〜
九
〇
下
、
浄
全
六
・
六
三
七
上
〜
六
四
三
上
）。

㉚

な
お
、
道
綽
⽝
安
楽
集
⽞
に
は
⽛
韋
提
大
士
⽜（
大
正
四
七
・
四
中
、
浄
全

一
・
六
七
四
上
）
と
あ
る
か
ら
、
道
綽
は
慧
遠
と
同
じ
く
韋
提
希
を
菩
薩
の
一

種
と
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
長
谷
川
岳
史
［
二
〇
〇
八
］
な
ど
参
照
）。

㉛

な
お
、⽛
韋
提
夫
人
実
大
菩
薩
。
此
会
即
得
𥿜無
生
法
忍
𥾀。
明
知
不
㆑

小
、
亦

化
為
𦗺凡
⽜
を
ど
う
読
む
か
が
一
つ
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
試
案

と
な
る
が
、⽛
為
𥿜凡
夫
𥾀説
、
不
㆓

従
㆑

小
入
㆒。
故
知
是
頓
⽜
と
の
教
判
と
合
致

さ
せ
る
と
、⽛
韋
提
希
夫
人
は
実
際
の
と
こ
ろ
偉
大
な
菩
薩
で
あ
り
、
こ
の
会

座
で
無
生
法
忍
を
得
て
い
る
。
明
ら
か
に
知
ら
れ
る
。〔
韋
提
希
が
〕
小
乗

〔
を
経
由
〕
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
化
現
し
て
凡
夫
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
⽜
と

な
ろ
う
か
。
本
節
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
韋
提
希
は
釈
尊
の
説
示
を
通
し

て
最
終
的
に
無
生
法
忍
を
得
て
い
る
か
ら
菩
薩
の
道
を
歩
む
者
で
あ
り
、
か
つ

小
乗
を
経
由
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
⽝
観
経
⽞
＝
菩
薩
蔵
・
頓
教
と
の
教
判
に

至
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、⽝
観
経
⽞
に
は
韋
提
希
が
⽛
凡
夫
⽜
と

九
二



あ
る
こ
と
か
ら
⽛
亦
化
為
𦗺凡
⽜
と
の
注
釈
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。⽝
観
経
義

疏
⽞
で
は
菩
薩
の
特
性
を
⽛
菩
薩
之
人
、
随
𦗺化
現
𦗺凡
、
不
𦗺断
𥿜諸
漏
𥾀⽜（
浄

全
五
・
一
七
五
上
）
と
も
説
明
し
て
お
り
、
慧
遠
に
と
っ
て
は
自
然
な
理
解
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

㉜

他
に
も
、⽛
又
復
麁
国
、
通
有
㆓

分
段
凡
夫
往
生
㆒。
妙
土
、
唯
有
𥿜変
易
聖
人
𥾀。

弥
陀
仏
国
浄
土
中
麁
。
更
有
𥿜妙
刹
𥾀、
此
⽝
経
⽞
不
𦗺説
、⽝
華
厳
⽞
具
弁
。
彼

不
愚
法
阿
羅
漢
人
、
愛
結
已
尽
、
専
心
求
𦗺大
、
生
𥿜於
妙
土
𥾀、
不
𦗺生
𥿜麁
国
𥾀⽜

（
浄
全
五
・
一
九
一
上
）
と
あ
る
。

㉝

岡
本
一
平
［
二
〇
二
〇
］
に
は
当
該
箇
所
の
和
訳
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
⽛
こ
の
⽝〔
無
量
寿
〕
経
⽞
は
正
し
く
凡
夫
の
人
々
の
中
で
も
、
輪

廻
を
厭
い
畏
れ
、〔
菩
提
に
〕
正
し
く
確
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
者
で
あ
る
。

教
示
す
れ
ば
〔
菩
提
〕
心
を
起
こ
し
、
清
浄
な
国
土
に
生
ま
れ
る
。⽜
と
あ
る
。

筆
者
は
⽛
教
令
𦊼発
心
生
𥿜于
浄
土
𥾀⽜
も
⽝
大
経
⽞
の
効
能
を
意
図
し
て
い
る

も
の
と
と
っ
た
。

㉞

こ
の
点
は
松
尾
得
晃
［
二
〇
〇
八
］
二
二
～
二
三
頁
に
詳
し
い
。
松
尾
得
晃

［
二
〇
〇
八
］
で
は
、
現
存
す
る
梵
漢
の
〈
無
量
寿
経
〉〈
阿
弥
陀
経
〉
に
お
い

て
、
凡
夫
に
類
す
る
語
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

㉟

例
え
ば
⽝
大
経
⽞⽛
流
通
分
⽜
の
⽛
爾
時
世
尊
説
𥿜此
経
法
𥾀、
無
量
衆
生
、
皆

発
𥿜無
上
正
覚
之
心
𥾀⽜（
浄
全
一
・
三
六
上
）
に
対
し
、
慧
遠
は
次
の
よ
う
に

注
釈
し
て
い
る
。⽛⽛
無
量
衆
生
発
正
覚
心
⽜
起
𦗺願
益
也
。
聞
𥿜弥
陀
仏
発
願
・

修
行
・
得
仏
・
浄
土
・
摂
化
衆
生
𥾀、
願
与
𧿁同
之
𥾀、
名
𥿜正
覚
心
𥾀⽜（
浄
全
五
・

五
五
上
～
下
）。

㊱

実
際
の
経
文
注
釈
で
採
用
さ
れ
て
い
る
⽛
所
摂
⽜
に
つ
い
て
は
本
節
に
引
用

し
た
通
り
で
あ
る
が
、
実
は
経
題
へ
の
注
釈
に
お
い
て
、
も
う
一
パ
タ
ー
ン
の

理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次
の
通
り
。⽛
言
𥿜所
摂
𥾀者
、
普
摂
𦊼十
方
有
縁
衆
生

同
往
𥿜彼
国
𥾀、
道
𦗺法
化
益
。
名
為
𥿜所
摂
𥾀。
又
今
一
切
諸
菩
薩
等
、
学
㆓

其
所
行
㆒、

得
㆓

彼
所
成
㆒、
同
㆓

其
所
摂
㆒、
名
㆓

所
摂
㆒

矣
⽜（
浄
全
五
・
二
下
）。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
菩
薩
が
無
量
寿
仏
の
所
行
・
所
成
・
所
摂
と
同
じ
く
し
て
い
く
こ
と
も

⽛
所
摂
⽜
で
あ
る
と
い
う
。
少
な
く
と
も
、
三
輩
段
内
に
説
か
れ
る
よ
う
な
衆

生
の
実
践
を
⽝
大
経
⽞
の
主
眼
と
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

㊲

慧
遠
と
時
代
の
近
い
文
献
で
あ
ろ
う
敦
煌
本
⽝
無
量
寿
経
義
記
⽞
や
伝
吉
蔵

⽝
無
量
寿
経
義
疏
⽞
で
は
、
三
輩
段
を
含
む
巻
下
に
対
し
、
衆
生
に
実
践
を
勧

め
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
と
す
る
。
敦
煌
本
⽝
無
量
寿
経
義
記
⽞⽛⽛
仏
告
阿
難

其
有
衆
生
生
彼
国
⽜
者
、
此
是
正
説
中
、
第
三
讃
歎
勧
修
門
也
。（
略
）
就
㆓

勧

修
門
中
㆒、
凡
有
㆓

十
勧
修
㆒

明
㆑

義
。
第
一
勧
修
。
先
歎
𥿜彼
仏
𥾀、
然
後
此
土
三
輩

衆
生
願
𦗺生
𥿜彼
国
𥾀也
⽜（
大
正
八
五
・
二
四
〇
下
）。
伝
吉
蔵
⽝
無
量
寿
経
義

疏
⽞⽛
此
経
宗
致
、
凡
有
𥿜二
例
𥾀。
一
者
法
蔵
修
𦗺因
感
𥿜浄
土
果
𥾀。
二
者
勧
㆔

物

修
㆑

因
往
㆓-生
彼
土
㆒

⽜（
浄
全
五
・
五
六
上
）。

㊳

三
輩
段
は
⽛
所
摂
⽜
の
範
疇
で
あ
り
、⽛
所
摂
⽜
は
宗
趣
の
一
つ
で
あ
る
以

上
、
教
判
論
以
外
に
宗
趣
の
観
点
か
ら
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
は

別
稿
に
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

㊴

勿
論
、⽝
観
経
義
疏
⽞
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
輩
段
（
＝
九
品
段
）

の
実
践
に
よ
っ
て
自
ら
が
往
生
で
き
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

（
註
㉓
参
照
）。
慧
遠
は
、
経
文
そ
の
も
の
と
、
経
文
か
ら
看
取
さ
れ
る
内
容
と

を
別
個
に
説
明
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㊵

江
戸
期
の
刊
本
（
大
正
大
学
蔵
承
応
二
年
刊
：
請
求
番
号1152

/8

/2

、
龍
谷

大
学
蔵
寛
文
九
年
刊
：
請
求
記
号241. 5

/464

-W
を
参
照
）
で
は
⽛
教レ

ハ㆓

聖
中ノ

深
聖
人ヲ
㆒

先
隠
為
㆓

是ヲ
先
滅
𥾀⽜（
巻
下
・
四
六
丁
表
）
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

筆
者
は
⽛
教
聖
中
深
⽜
が
直
後
の
⽛
済
𦗺凡
中
要
⽜
と
対
比
関
係
に
あ
る
と
考

え
、⽛
教
𦗺聖
中
深
、
聖
人
先
隠
⽜
と
訓
じ
た
。
憬
興
⽝
無
量
寿
経
連
義
述
文

賛
⽞
の
依
用
（
浄
全
五
・
一
六
八
下
）
や
道
忠
⽝
釈
浄
土
群
疑
論
探
要
記
⽞
の

引
用
（
浄
全
六
・
三
三
四
下
）
で
は
⽛
聖
教
中
深
⽜
と
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
の

テ
キ
ス
ト
が
元
々
の
形
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
場
合
は
刊
本
の
よ
う
な
訓
読

が
よ
り
困
難
に
な
る
。
憬
興
の
依
用
は
次
の
通
り
。⽛⽝
大
涅
槃
経
⽞、
広
顕
𥿜仏

性
𥾀、
聖
教
中
深
、
逐
㆓

聖
人
㆒

而
先
没
。
此
⽝
経
⽞
唯
開
𥿜浄
土
𥾀、
令
𥿜人
求
𧎋生
、

済
𦗺凡
中
之
要
、
故
独
留
百
歳
⽜。
な
お
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、⽝
大
経
⽞

が
⽛
聖
人
⽜
で
は
な
く
⽛
凡
⽜
に
対
す
る
教
え
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と

浄
影
寺
慧
遠
に
お
け
る
浄
土
思
想
の
位
相

九
三



に
変
わ
り
は
な
い
。

㊶

な
お
こ
こ
に
は
、⽝
大
経
⽞
当
面
で
は
法
滅
後
が
テ
ー
マ
で
あ
る
の
に
対
し
、

⽝
大
経
義
疏
⽞
で
は
経
典
の
⽛
先
滅
⽜⽛
後
滅
⽜
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
ズ
レ
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

㊷

本
論
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
筆
者
の
検
討
結
果
が
正
し
い
な
ら
ば
、

従
来
な
ぜ
慧
遠
の
⽛
為
凡
夫
⽜
と
の
直
接
的
な
記
述
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
の
か
、

言
い
換
え
れ
ば
、
な
ぜ
軽
視
さ
れ
て
も
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
そ
の

土
壌
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
も
次
な
る
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
今

回
は
問
題
の
指
摘
に
留
め
て
お
く
。
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